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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 1,918 19.3 △145 － △134 － △92 －

2025年３月期第１四半期 1,608 △24.3 △156 － △157 － △120 －
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 △48百万円( －％) 2025年３月期第１四半期 △96百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 △47.90 －

2025年３月期第１四半期 △62.40 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 15,408 8,885 57.7

2025年３月期 16,589 9,059 54.6
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 8,885百万円 2025年３月期 9,059百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 65.00 65.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) 0.00 － 50.00 50.00
(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,000 6.7 570 △11.5 520 △20.5 325 △23.7 167.99
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 2,024,000株 2025年３月期 2,024,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 89,358株 2025年３月期 89,358株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 1,934,642株 2025年３月期１Ｑ 1,934,642株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「1.(3)
連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が底堅く推移し積極的な賃上げも続いているものの、

物価の上昇、海外経済の減速、米国の関税措置などによる不透明感が残る状況で推移しております。

このような状況のもと当社グループといたしましては、受注残の増加した航空・宇宙、工業用品事業において工場

稼働率を向上させ生産を行っております。また、消防・防災事業では、多発する自然災害の現場ニーズに応える商材

の企画開発と提案営業を進めております。

その結果として、売上高は1,918百万円（前年同期比19.3％増）、営業損失145百万円（前年同期は156百万円の営

業損失）、経常損失134百万円（前年同期は157百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失92百万円

（前年同期は120百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

売上高は、受注残増加の航空・宇宙、工業用品事業を中心に全ての事業セグメントにおいて前年同期に比べ増収と

なりました。

利益面は、消防・防災事業の売上高が下期に集中する傾向にあるため、当１四半期では固定費を吸収できず損失計

上となっております。

第１四半期連結累計期間における報告セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

（消防・防災事業）

消防ホース・消火栓ホースの販売は、順調に推移しております。資機材では、前年同期に比べ災害備蓄用防災資機

材の販売が増加しました。

利益面では、販売が伸びた災害備蓄用資機材の利益率の影響や商材の企画開発費用の増加等により、前年同期に比

べ第１四半期のセグメント損失は増加しております。

その結果、売上高601百万円（前年同期比13.3％増）、セグメント損失（営業損失）は174百万円（前年同期は158

百万円のセグメント損失）となりました。

（航空・宇宙、工業用品事業）

航空・宇宙部門は受注が大幅に増加しており、第１四半期では官需大型機用部品の販売が増加しました。

工業用品部門では、原油貯蔵施設向けタンクシール大型案件の納入があり販売が増加しております。

利益面では、増収効果及び稼働率向上により増益となったものの、原材料価格高騰の継続と減価償却費の増加、歩

留まり率の低い一部製品の生産コスト増の影響を受けております。

その結果、売上高は1,191百万円（前年同期比25.0％増）、セグメント利益（営業利益）は115百万円（前年同期比

62.6％増）となりました。

（不動産賃貸事業）

テナント収益が好調なことから賃料収入は増加となりました。

その結果、売上高は125百万円（前年同期比1.5％増）、セグメント利益（営業利益）は29百万円（前年同期比8.8

％増）となりました。



櫻護謨株式会社(5189) 2026年３月期 第１四半期決算短信

3

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

① 資産

当第１四半期連結会計期間における流動資産は10,732百万円（前連結会計年度末比1,258百万円減）となりまし

た。主として、現金及び預金が133百万円、棚卸資産が517百万円それぞれ増加した一方、売上債権回収により受取手

形、売掛金及び契約資産が2,306百万円減少したことによるものです。

また、固定資産は4,676百万円（前連結会計年度末比77百万円増）となりました。

この結果、資産合計は15,408百万円（前連結会計年度末比1,181百万円減）となりました。

② 負債

当第１四半期連結会計期間における流動負債は4,289百万円（前連結会計年度末比1,062百万円減）となりました。

主として、支払手形及び買掛金が766百万円減少したことによるものです。また、固定負債は2,233百万円（前連結会

計年度末比55百万円増）となりました。

この結果、負債合計は6,523百万円（前連結会計年度末比1,007百万円減）となりました。

③ 純資産

当第１四半期連結会計期間における純資産は8,885百万円（前連結会計年度末比174百万円減）となりました。主と

して、親会社株主に帰属する四半期純損失92百万円と剰余金の処分125百万円による減少が要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の業績予想につきましては2025年５月13日に公表いたしました通期の連結業績予想の内容に変更はございませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,143,540 3,276,577

受取手形、売掛金及び契約資産 4,768,117 2,462,003

電子記録債権 488,231 629,038

商品及び製品 242,520 370,169

半製品 716,414 816,528

仕掛品 1,595,353 1,698,721

原材料及び貯蔵品 816,488 1,002,385

未収還付法人税等 24,513 30,442

その他 200,767 449,621

貸倒引当金 △5,250 △3,070

流動資産合計 11,990,698 10,732,418

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,354,248 1,324,589

土地 1,490,366 1,490,366

その他（純額） 662,112 675,700

有形固定資産合計 3,506,727 3,490,656

無形固定資産 16,490 15,515

投資その他の資産

投資有価証券 559,125 623,682

その他 516,846 546,369

投資その他の資産合計 1,075,971 1,170,051

固定資産合計 4,599,189 4,676,224

資産合計 16,589,887 15,408,642
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,558,431 791,625

電子記録債務 668,957 528,981

短期借入金 1,060,000 1,060,000

1年内返済予定の長期借入金 833,691 838,654

未払法人税等 17,251 2,009

賞与引当金 300,806 433,330

役員賞与引当金 50,000 12,500

その他 863,056 622,812

流動負債合計 5,352,195 4,289,913

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 1,009,554 1,094,733

役員退職慰労引当金 297,740 269,181

退職給付に係る負債 329,596 326,512

資産除去債務 13,755 13,834

その他 427,294 428,962

固定負債合計 2,177,941 2,233,222

負債合計 7,530,136 6,523,136

純資産の部

株主資本

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 285,430 285,430

利益剰余金 8,084,974 7,866,545

自己株式 △174,407 △174,407

株主資本合計 8,701,997 8,483,568

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 275,378 319,560

退職給付に係る調整累計額 82,374 82,375

その他の包括利益累計額合計 357,753 401,936

純資産合計 9,059,750 8,885,505

負債純資産合計 16,589,887 15,408,642
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 1,608,041 1,918,521

売上原価 1,305,303 1,559,197

売上総利益 302,738 359,323

販売費及び一般管理費 459,394 504,684

営業損失（△） △156,656 △145,360

営業外収益

受取利息 4 107

受取配当金 5,971 8,695

受取地代家賃 3,699 4,631

為替差益 - 6,889

貸倒引当金戻入額 4,450 2,180

その他 3,658 2,286

営業外収益合計 17,784 24,790

営業外費用

支払利息 9,263 11,655

社債利息 173 172

為替差損 8,402 -

その他 518 1,991

営業外費用合計 18,358 13,819

経常損失（△） △157,230 △134,388

特別損失

固定資産除売却損 0 -

特別損失合計 0 -

税金等調整前四半期純損失（△） △157,230 △134,388

法人税、住民税及び事業税 5,470 2,296

法人税等調整額 △41,981 △44,007

法人税等合計 △36,511 △41,711

四半期純損失（△） △120,719 △92,677

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △120,719 △92,677
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純損失（△） △120,719 △92,677

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22,916 44,182

退職給付に係る調整額 1,321 1

その他の包括利益合計 24,238 44,183

四半期包括利益 △96,481 △48,493

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △96,481 △48,493

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額消防・防災

事業
航空・宇宙、
工業用品事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 530,922 953,226 123,892 1,608,041 － 1,608,041

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 530,922 953,226 123,892 1,608,041 － 1,608,041

セグメント利益又は損失(△) △158,505 70,933 27,268 △60,303 △96,352 △156,656

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△96,352千円には、各報告セグメントに配分されていない全社費用が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額消防・防災

事業
航空・宇宙、
工業用品事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 601,675 1,191,154 125,691 1,918,521 － 1,918,521

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 601,675 1,191,154 125,691 1,918,521 － 1,918,521

セグメント利益又は損失(△) △174,356 115,320 29,665 △29,369 △115,990 △145,360

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△115,990千円には、各報告セグメントに配分されていない全社費用

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 56,239千円 69,075千円


